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　６月10日、羽生田小（大出　常三郎校長、児童95名）の

全校児童による田植えの体験学習が、学校の前の田んぼで

行われました。

　これは、子どもたちに生産（田植えから収穫まで）の喜

びを知ってもらおうと、毎年実施しているものです。

　この日は、手價れた高学年に交じって、初めて体験する

１・２年生などは、泥だらけになりながら真剣に植えてい

ました。
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平成5年度下半期の財政状況

汗成６年３月31日現在）

　町では、皆さんに町の財政状況を正しく理解

　していただくとともに、納められた税金や国・

　県支出金がどのように使われているかを知って

;いただくため、「財政状況の公表に関する条例」

　に基づき年２回（６月・12月広報）公表してい

ます。

　今回は、平成５年度下半期（平成５年10月か

　ら平成６年３月31日）の収入・支出についてお

　知らせします。

　
平
成
５
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
１

１
２
億
８
千
万
円
で
し
た
が
、
そ
の
後
４
回
の

補
正
予
算
を
組
み
、
当
初
予
算
に
比
べ
３
・

８
％
増
の
１
１
７
億
１
、
２
３
９
万
６
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
６
年
３
月
３
１
目
現
在
の
収
入
済
額
は
、

９
６
億
５
、
６
４
８
万
２
千
円
で
、
歳
入
予
算

額
の
8
2
・
４
％
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
支
出

済
額
は
、
８
１
億
９
、
３
４
２
万
３
千
円
で
、

予
算
額
に
対
し
7
0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。

予算額　19億8,349万円

収入済額　18億8,853万円

支出済額　16億6,057万円

一
般
会
計

特
別
会
計

町　　　　　　　　　税

地　方　譲∧与　＼税

利　子　割　交　付　金

ゴルフ場利用税交付金

特別地方消費税交付金

自動車所得税交付金

地六方j.=゛j.交…………ｲ寸〉税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国　　庫　　支……出　　全

県　　・支………∧･

.

=.･･=･･……=･･出……………1………1……金･

財　　産　　収　．･入

寄　　　　附　　　　金

　　　　　　　-

繰　　　　入　　　　金

　　　　　　　　－

繰　二越y＼…………金

諸ｿﾞ………………:…………:収jﾔ:………゜…

…:………入1

町　　　　　　　　　債

歳　　入　　合　　計

　　　千円

4,744,053

300､000

　　　　　－

129､000

　５８,０００

　　１,０００

　　　　　一一

１５０,０００

　　　刊月

4,537,382

328,803

141,854

　68,906

２

､

０３１１

．

146,717

1,813,219　　1,854,089

　１０,０００

㎜㎜-

１１３,０３６

１５５,６４１

600,032

416,755

130,617

　　３【】

５８８,００６

　　１

４２５,９５８

　　　253,668

　1,823,100

11,712,396

１０､９１９

１ １ １１
,００３

154,125

580,973

288,108

132,877

　　　310

528､500

425､959

　２２３,９２６

　１２０,０００

一一

９,６５６,４８２

　　％

95.6

１０９．６

-

１１０．０

-

Ｈ８．８

203.1

　97.8

102.3

109.2

　98.2

99.0

96.8

69.1

１０１．７

９９．７

-

８９．９

一一

１００．０

88.3

-

6.6

-

82.4

４月１日から５月31目までは出納整理期間となっていますので、

予算額

収入済額

支出済額

128万円

181万円

116万円

予算額　14億6,121万円

収入済額　5億9,390万円

支出済額　13億805万円

※収支の不足額は、一般会計

　から運用しました。

公共下水道事業 回zlz F :　＝　’囲‘i



３

町　民　税 44,394円

固定資産税 ４６,４２０円

都市計画税 6,644円

町たばこ税 4,066円

軽自動車税 861円

計 102,385円

町　民　税 146,597円

固定資産税 153,287円

都市計画税 21,940円

町たばこ税 13,426円

軽自動車税 2,843円

計 338,093円

収益的収支　　　　　　　　　資本的収支

　予算額　5億1,493万円　　予　算　額　1億8,660万円

　事業収益　5億3,H4万円　　資本的収入　1億8,380万円

　事業費用　4億2,872万円　　資本的支出　4億1,578万円

※資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は，

　過年度及び当年度分損益勘定留保資金，建設改良積立

　金で補てんしました。

゛jlﾀﾞ………yｹﾞj1

19t「

の 台

※収入済額、支出済額は、３月31日現在ですが、

　決算額とは異なります。

予算額　18億9,907万円

収入済額　15億9,007万円

支出済額　16億I,510万円

※収支の不足額は、一般会計

　から運用しました。

水道事業 老人保健事業
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道
路
清
掃

（
至
宝
町
南
）

公
園
も
き
れ
い
に

　
　
　
　
　
（
緑
町
一
丁
目
）

　
）

ゴミt(の老い
　　胆振い老から老応召ﾘし

河
川
の
清
掃

（
唐
川
土
地
改
良
区
）

４

環境美化キャンペーンに６，０００人参加

各
種
団
体
の
み
な
さ
ん
も
参
加

　誇れるまちをめざし、環境美化キャンペーンが「関

東地方環境美化運動の目」統一行効目の６月５目を中

心に、町内各地や町主要道路で行われ、空き缶収集や

ゴミの収集、清掃が延べ６、０２１人の自治会及び各

種団体の方々の参加・協力により一斉に実施され、空

き缶やゴミ類など、合わせて約４．９トンが収集され

ました。

　町民のみなさんの一致協力により、今回の環境美化

キャンペーンも大きな成果を上げることができました。

これからも誇れるきれいな住みよいまちづくりに、み

なさんのご協力をお願いいたします。

　それでは、環境美化キャンペーンでのみなさんの活

躍を写真で見てみましょう。

実

績

◇延べ参加人数・・・・・・・６，０２１人

◇収集箇所・‥‥・‥‥‥71か所

◇収集量

　○空き缶・・・・・・・・２４，０００個

　○その他のゴミ・・・・・・・・・・２レ

　○合計・・・・・・・・・・・４．８８づ

壬
生
駅
前
広
場
の
清
掃

　
　
　
　
　
　
　
　
（
駅
東
）

臆れるまちづくり事業



親
が
か
な
ら
ず

　
つ
き
そ
い
目
を
く
ば
る

　
こ
れ
か
ら
、
各
地
の
学
校
や
行
楽
地

で
は
プ
ー
ル
開
き
を
迎
え
、
本
格
的
な

水
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
夏
休

み
を
控
え
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
う
れ
し
い
季
節
の
到
来
で
す
が
、

こ
こ
で
気
を
付
け
た
い
の
が
子
ど
も
の

水
難
事
故
。
毎
年
、
６
月
か
ら
８
月
の

３
か
月
間
に
、
子
ど
も
の
水
を
め
ぐ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
で
は
、
こ
の
時
期
、
子
ど
も
を
水
の

事
故
か
ら
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

親
の
注
意
で

　
　
　
防
げ
る
こ
と
が
多
い

　
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
パ
タ
ー
ン

は
、
水
泳
中
、
水
遊
び
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
で
見
落
と
せ
な
い
の
は
事
故
の

大
半
が
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
出
か
け
て

い
る
と
き
に
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
子
ど
も
の
水
の
事
故
は
、
親
が
注
意

し
て
い
れ
ば
防
げ
る
こ
と
が
多
い
も
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
海
や
水

辺
に
行
か
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
水
辺
に
行
く

と
き
は
、
親
が
必
ず
付
き
添
っ
て
目
を

配
っ
て
く
だ
さ
い
。

白
玉
付
近
の
危
険
な

　
　
　
　
場
所
を
再
点
検

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
い
ま
Ｉ
度

自
宅
付
近
の
河
川
や
用
水
路
、
溜
池
な

ど
を
再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
雨
が
降
っ
た
後
は
、
河

川
や
湖
沼
地
の
水
か
さ
が
増
し
、
水
の

流
れ
も
速
く
な
り
大
変
危
険
で
す
。
ｍ

の
降
っ
た
後
の
数
日
回
は
、
天
気
が
よ

く
て
も
子
ど
も
が
水
辺
に
近
づ
か
な
い

マ
ム
シ
に
注
意

　
町
内
の
黒
川
や
思
川
な
ど
に
は
、
マ

ム
シ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
河
川
敷
や

そ
の
近
く
の
茂
み
に
入
る
と
き
は
、
十

分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
か
ま
れ
た
と
き
は

①
ま
ず
、
か
ま
れ
た
箇
所
よ
り
心
臓
に

　
近
い
部
分
に
止
血
（
ひ
も
類
で
し
ば
っ

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
楽
し
い
夏
休
み
を
前
に
、
親
子
で
水

の
事
故
の
怖
さ
に
つ
い
て
十
分
話
し
介

い
、
安
全
へ
の
確
認
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
と
公
害
防
止
の
た
め
に

し
な
い
・
さ
せ
な
い

　
　
自
動
車
の
不
正
改
造

　
自
動
車
の
安
全
性
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
排
出
ガ
ス
や
騒
音
な
ど
、
社
会
の

大
き
な
迷
惑
と
な
っ
て
い
る
不
正
改
造

車
。
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
人

よ
り
目
立
ち
た
い
か
ら
、
荷
物
を
た
く

さ
ん
積
み
た
い
か
ら
な
ど
の
理
由
で
、

自
動
車
庖
不
正
改
造
し
て
し
ま
う
人
た

ち
が
ま
だ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
正
改
造
車
を
排
除
す

る
た
め
に
は
、
自
動
車
使
用
者
は
も
と

よ
り
、
自
動
車
に
関
係
す
る
す
べ
て
の

方
々
に
『
不
正
改
造
を
し
な
い
・
さ
せ

な
い
』
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ

き
自
動
車
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
て
血
液
の
流
れ
を
止
め
る
）
を
し
ま
　
　
　
あ
わ
て
ず
、
普
通
の
速
度
で
歩
き
ま

　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
決
し
て
、
走
っ
た
り
酒
を
飲
ん

　
し
ぼ
り
方
は
、
静
脈
を
圧
迫
す
る
程
　
　
　
だ
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
毒
の
吸

　
度
の
強
さ
で
す
。
頭
や
顔
西
は
し
ば
　
　
　
収
を
早
め
ま
す
。
も
し
、
氷
が
あ
れ

　
ら
な
い
で
結
構
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
、
か
ま
れ
た
部
分
を
冷
し
な
が
ら

②
次
に
、
で
き
れ
ば
か
ま
れ
た
歯
形
の
　
　
　
病
院
へ
行
き
ま
す
。

　
部
分
に
口
を
あ
て
、
毒
を
吸
い
出
し
　
　
血
清
は
次
の
病
院
に
あ
り
ま
す

　
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
濁
協
医
大
病
院
（
�
８
６
‐
１
１
１
古

　
毒
は
、
飲
み
込
ん
で
も
差
し
水
足
あ
　
　
○
西
方
病
院
（
萱
９
２
‐
２
３
２
３
）

　
り
ま
せ
ん
。

③
そ
の
後
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
す
。

　
　
不
正
改
造
例

　
次
の
も
の
は
、
保
安
基
準
に
適
合
し

な
い
例
で
す
。

匯
㈲
津
し

◇
方
向
指
示
器

　
　
・
点
滅
回
数
が
毎
分
6
0
回
以
上
１
２

　
　
０
回
以
下
以
外
の
も
の

◇
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

　
・
ス
プ
リ
ン
グ
の
切
断

◇
前
面
ガ
ラ
ス
、
運
転
者
席
及
び
助
手

　
席
の
窓
ガ
ラ
ス

　
・
指
定
以
外
の
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付

　
・
着
色
フ
ィ
ル
ム
等
の
貼
付

回
川

◇
電
光
看
板
等

　
・
赤
色
、
黄
緑
色
、
紫
色
の
灯
光

◇
ダ
ン
プ
（
土
砂
等
運
搬
）

　
・
さ
し
枠
の
取
付
け

　
・
荷
台
の
下
げ
底

言
圃
」

◇
ハ
ン
ド
ル

　
・
容
易
に
操
作
で
き
な
い
変
形
ハ
ン

　
　
ド
ル
の
取
付
け

◇
消
音
器

　
・
消
音
器
の
取
外
し
、
本
体
の
切
断

５
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　゜゛｀'･　　考えてみませんか/

jゝy1DS　　　お子さんの性教育･ｴｲｽﾞ教育を

ノこんなことでは

　エイズウィルス（ＨＩＶ）には

感染しません

　◇蚊にさされた

　　　ある日の新聞記事から

　５月中旬のある地方新聞に興味ある記事がありまし

た。

　高校生をもつ親のエイズ教育に関する意識調査の結

果です。（県教委・日本母性保護医協会県支部調査）

　　　記事の概略

　・高校生をもyつ親の半数が、エイズについて子ども

　　と菌七合づたこ｡……と:･･があ･る｡T……ﾌﾟ1･;｡犬………万………………………f………万･:･1万

　・話七合いの内容はエイズの恐ろしさが中心であるぶ

　この記事を読んだＡ学校の先生方の職員室での会話

の一部分を次に紹介してみましょう。

Ａ教師：「エイズが社会問題となっているだけあって、

　　　　家庭での関心は高いですね｡」

Ｂ教師：「ほんと、エイズを含めてセックスのことが、

　　　　恥ずかしがらずに家族と話せる時代になった

　　　　のですね｡］

Ｃ教師：「でも、まだ、十分にエイズのことが理解さ

　　　　れていないから、どうしても恐ろしさが主な

　　　　話題になるね｡」

Ｂ教師：「いや、理解しているからこそ、恐怖感をも

　　　　たせ、危険な行為から遠ざけさせようとして

　　　　いるのじゃないかな｡」

Ｃ教師：「でも、恐怖感だけでは、感染者などに近寄

　　　　らないとか、感染者を差別して特別扱いをす

　　　　る、といった偏見ばかりでエイズをみてしま

　　　　うのではないかな｡」

Ａ教師：「たしかに、エイズは人ごとではなく、セッ

　　　　クスに関係することだから、私たち一人ひと

　　　　り、生徒一人ひとりが真剣に考える必要があ

　　　　りますね｡」

エイズ

１　　日本脳炎やマラリアの場合は、病原体は蚊によっ

　　て媒介されますが、感染者をさした蚊にさされても

　　ＨＩＶには感染しません。

　◇キスでは

　　　唾液にもＨＴＶはありますが、無視できるほど少

　　量です。普通のキスで感染するには、バケツ３杯ぐ

　　らいの唾液が必要といわれています。でも、口内炎

　　や歯周病など口中に倍加ある場合は１ ００％安全と

　　はいえませんが・・・

　◇せきやくしゃみ、歯ブラシや電気かみそりでは

　　　これらも感染することはありません。しかし、歯

　　ブラシや電気かみそりは個人で使用するものですか

　　ら他人と共用するのは好ましいものではありません。

　　　学校でのエイズ教育は

　エイズ教育は家庭だけの問題ではありません｡

　すでにお知らせしたように、学校教育の中でも大き

く取り上げ指導するようになります。

　それぞれの学校では、どのようなことを指導しよう

としているか、主な内容を示してみます。

･宍性感染症元本ネズ…………ﾉ………,二万==j,(性感染症やj=≠万イズめ予防;;:=

・土イズ患者等べめ差別での:例　･ﾚ土.･ｲ･..゜･ズ.･･検査や治療法ご･

　これらからもお分かりになるように、学校でのエイ

ズ教育は単にエイズという病気やその予防法だけを指

導するだけではありません。エイズの流行によって起

こった不安や恐怖心、偏見や差別をなくすことも大き

なねらいです。

　ご家庭でもエイズについてお子さんと話し合いを多

くして学校におけるエイズ教育にご協力ください。

゛
｀
－　　jヽ一一一一　_..__.健や

監修 栃木県伝染病予防謂査協議会会長

栃木県連合学校保健会会長

　　　　　松　本　　幸　三

　ＨＴＶ感染問題とは関係なく、エチケットの問題｀

　として共用は避けるべきです。

◇ピアスでは

　　スリーパーやピンなどの器具を共用すれば可能性

　がないとはいえません。しかし、消毒が完全であれ

　ば安全です。

◇そのほか、お風呂や吊り革、握手、他人が使ったタ

　オルを使うなど日常の生活では感染しません。

　この欄に問するご質問や、ご意見、ご感想がありま

したら、壬生町エイズ教育（性教育）推進委員会事務

局（壬生町教育委員会内　�８２－０９３４　壬生町

通町12－22）までお寄せください。

６
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血
液
は
、
わ
た
し
た
ち
の
体
重
の
７

～
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
血
液
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
成
分
が
合
ま
れ
、
体
の
各

部
に
酸
素
を
運
ん
だ
り
、
出
血
を
止
め

た
り
、
体
内
に
侵
入
し
た
病
原
体
と
戦

っ
た
り
と
、
生
命
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
欠
か
せ
な
い
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
　
も
し
、
病
気
や
け
が
で
血
液
成

分
が
不
足
し
た
場
合
に
は
輸
血
が
必
要

で
す
。
そ
の
輸
血
に
役
立
て
ら
れ
る
の

が
、
わ
た
し
た
ち
の
献
血
な
の
で
す
。

　
　
成
分
輸
出
で

　
　
副
作
用
を
誠
ら
す

　
現
在
で
は
、
血
液
成
分
製
剤
に
よ
る

輸
血
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
患
者
さ
ん
が

必
要
と
す
る
成
分
の
み
の
輸
血
の
た

め
、
循
環
系
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
不

必
要
な
成
分
の
輸
血
に
よ
る
副
作
用
を

避
け
た
り
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
い
ま
、
日
本
で
は
、
国
内
で
必
要
な

　　g゛ご“〃〃心~“-゛~

州軽易

7

･

…

……=い、-･、

L

.j･……………………:……=
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1･;

愛
の
血
液
助
け
合
Ｄ
運
動

あ
な
た
の
血
液
が

　
　
多
く
の
人
の
命
を
救
い
ま
す

輸
血
用
血
液
は
献
血
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
血
漿
か
ら
つ
く

ら
れ
る
免
疫
グ
ロ
ブ
ミ
ン
製
剤
や
ア
ル

ブ
ペ
ン
製
剤
な
ど
の
血
葉
分
圓
製
剤
に

つ
い
て
は
、
近
年
需
要
も
増
え
て
お
り
、

献
血
で
は
賄
え
ま
せ
ん
。
そ
の
多
く
は
、

海
外
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
夏
は
献
血
量
が
少
な
く
な
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

第10回国民文化祭・

G=索－

とちぎ９５

国際おもちやフェスティバル
　会期　平成7年10月27日～11月４日
　会場　壬生町おもちゃ博物館（仮称･建設中）等

　一や鯖吻森をぞ祭に一

　第10回国民文化祭・とちぎ95愛唱歌

　　　♪ぐやさしさの森から♪ぐ

　全国から458件の応募があり、最優秀作品には、

奈良県大和郡山市の立山幸一さんの作品が選ばれ、

歌は白鳥英美子さんが歌っています。

　テープの貸し出しを致しますので、ご希望の方　－

は、役場国民文化祭準備室へお申し出ください。

　
事
業
計
画

　
　
　
　
予
算
決
ま
る

　
国
民
文
化
祭
第
２
回
壬
生
町
実
行
委

員
会
が
５
月
2
5
口
、
壬
生
中
央
公
民
館

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
６
年
度
の

事
業
計
画
と
し
て
、
広
告
塔
・
横
断
幕

の
設
置
や
Ｐ
Ｒ
用
品
の
作
成
、
配
布
な

ど
の
広
報
宣
伝
活
動
の
実
施
、
国
民
文

化
祭
・
み
え
9
4
の
開
催
状
況
調
査
を
進

め
て
い
く
こ
と
や
収
支
予
算
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

　多様な食品で栄養のバランスを

　体に必要な栄養素は毎日過不足なくとるよう心がけることが

犬切です。

　このためには、次の６つの食品評をもれなく組み合わせて食

べることが、食品のとり方のめやすとなります。

　また、料理の素材として使用する食品の数としては一日30食

品を目標とすれば、自然に必要な栄養素をバランスよくとるこ

とができます。
j/Z7./

ザヅド
　
　
｀
り
一
一
、
v

g
j
r
&
”
、
S
r
9

9
M
S

黙
⑤回

目
統
　
　
為
夕

⑤

　第１群　魚、肉、卵、大豆製品‥‥‥‥‥‥‥主として良質たん白質の供給源

　第２群　牛乳、乳製品、骨ごと食べられる魚‥‥主としてカルシウムの供給源

　第３群　緑黄色野菜‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥主としてカロチンの供給源

　第４群　その他の野菜、果物‥‥‥‥主としてビタミンＣとミネラルの供給源

　第５群　米、パン、めん、いも‥‥‥‥‥主として糖質性エネルギーの供給源

　第６群　油脂‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥主として脂肪性エネルギーの供給源

－３０食品の数え方一

・同じ食品は一日のうちに何回食べても１品目として数えます。

・外食をした場合や、既製の調理食品などを食べた場合は、素材として使われて

　いる食品の品目をわかるだけ数えるようにします。

・素材として使われている食品の内容がわからない場合は、全体を１品目として
　数えます。

・栄養素の補給につながるマヨネーズ、ドレッシングなどを除き、摂取量がきわ

　めて少ない調味料や香辛料は数えないようにします。

-



　
　
「
毎
日
農
作
業
を
し
て
い
る
の
が
今

の
健
康
法
で
す
ね
」
と
い
う
清
水
さ
ん

ご
夫
妻
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

-

　
繁
一
さ
ん
は
2
0
成
か
ら
農
業
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
5
0
年
か
ら
生

命
保
険
の
集
金
や
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
の

密達者

　カッフル

鋤壬生下馬木
清水　繁一さん（ワワ）

　　　静子さん（ワ１）
夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
府

　素直な心をいつまでも

　　　　　　安塚中央　　室井　千鶴さん

　「海や山を見て感動できる素直な心をいつまで

も持っていたいですね」と話す千鶴さん。彼女は

自動車部品会社の事務として活躍中です。

　趣味はスキー、テニス、エアロビクス、料理と

多彩です。そして、自然が好きな彼女は「旅に出

て、山から海が見えるような自分のお気に入りの

場所を見つけるのが夢ですね」と明るく答えてく

れました。

小
鳥

稲葉小学校6年

　　　　小島　寛明

一
・
一
拿
町
叉
４
妙

稲葉小学校３年

　　　　阿久津　力

肌
◎
⑩
昌

８



ふれあ

ヽ-

仕
事
を
し
な
が
ら
農
業
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
２
年
に
退
職
し
ま
し
た
。

静
子
さ
ん
は
昭
和
1
6
年
に
繁
一
さ
ん
と

結
婚
し
て
か
ら
ず
っ
と
農
業
を
続
け
て

お
り
、
現
在
は
お
二
人
で
米
作
を
中
心

に
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
繁
一
さ
ん
の
趣
味
は
植
木
と
カ
ラ
オ

ケ
で
す
。
楠
本
は
4
0
歳
ご
ろ
か
ら
始
め

た
そ
う
で
、
ギ
ャ
ラ
や
ツ
ゲ
な
ど
を
さ

し
木
か
ら
2
0
年
以
上
か
け
て
育
て
て
い

ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら

始
め
て
、
自
宅
で
演
歌
を
牡
う
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
自
転
車
に
乗

り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
家
庭
の
植
木
を

見
る
の
が
好
き
で
、
月
に
３
、
４
回
は

自
転
車
で
1
0
キ
ロ
ぐ
ら
い
楠
木
見
学
を

全日本剣道道場連盟
－
・
－
－
‐
‐
‐
‐全国表彰盾を受賞

す
る
そ
う
で
す
。

　
静
子
さ
ん
は
新
聞
や
広
報
を
読
む
の

が
好
き
で
、
「
夕
食
の
後
片
付
け
の
後

に
新
聞
や
広
報
を
の
ん
び
り
読
む
の
が

趣
味
と
い
え
ば
趣
味
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
旅
行
が
好
き
で
、
老
入

会
の
温
泉
旅
行
な
ど
に
年
に
３
、
４
回

は
行
く
そ
う
で
す
。
静
子
さ
ん
は
「
老

入
会
の
旅
行
の
と
き
に
、
み
な
さ
ん
と

踊
り
を
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
回
礼
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
旅
行
に
行

き
た
い
で
す
ね
」
と
、
お
二
人
は
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　おもちゃのまち剣道教室（加藤悍館長）は、４月

24日行われた栃木県剣道道場道盟総会において、全

日本剣道道場連盟から全国表彰盾を受賞しました。

　これは、同剣道教室の少年剣士が、全日本剣道道

場連盟主催の全日本少年剣道大会に連続出場をする

とともに、同大会において敢闘賞を受賞するなど、

毎回優秀な成績を収めた実績が認められ、今般、県

内で１チームのみ表彰されたものです。

チピッ子アルバム

嶮
ち
ゃ
ん
（
呈
威
・
長
女
）

　
　
］
い
］
木
村
　
バ
パ
バ
ぃ
い
＾
三
好
町
゛

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
元
気
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

将
ち
ゃ
ん
（
１
歳
・
長
男
）

　
｛
い
｝
櫛
田
い
い
い
い
こ
ハ
美
町
南
部
第
二

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
元
気
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
。

９

表彰盾を受賞したおもちゃのまち剣道教室の少年剣士たち

おもちゃのまち剣道教室



ダ
ブ
ル
ス
戦
に
好
ゲ
ー
ム
を
展
開

　
町
総
合
運
動
場
町
民
体
育
館
で
５
月

2
9
日
、
第
Ｈ
回
壬
生
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

犬
合
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
男
女
1
8

組
が
参
加
し
、
ダ
ブ
ル
ス
戦
に
好
ゲ
ー

各
種
目
優
勝
の
皆
さ
ん

ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
　
勝
　
　
羽
　
兪
・
難
　
波
組

　
準
優
勝
　
　
佐
　
藤
・
　
林
　
組

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
　
勝
　
　
秋
　
元
・
佐
　
藤
組

　
準
優
勝
　
　
本
　
多
・
問
　
柄
組

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
　
勝
　
　
増
　
山
・
青
　
柳
組

　
準
優
勝
　
　
平
　
石
・
山
　
目
組

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
　
勝
　
　
田
　
中
・
中
　
村
組

　
準
優
勝
　
　
斎
　
藤
・
斎
　
藤
組

息
の
合
っ
た
好
プ
レ
ー
続
出

　
第
Ｈ
回
壬
生
町
テ
ニ
ス
大
会
が
、
５

月
2
9
目
釘
統
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、
男

男
子
優
勝
、
高
山
・
高
田
組

子
ダ
ブ
ル
ス
3
2
チ
ー
ム
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
2
2
チ
ー
ム
、
計
5
4
チ
ー
ム
が
参
加
、

女
子
優
勝
、
本
田
・
早
乙
女
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

qllk召|

初
優
勝
を
飾
っ
た

　
　
　
　
　
駅
東
町
チ
ー
ム

息
の
合
っ
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
発
揮
し

随
所
に
好
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

Ｏ
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
　
高

　
準
優
勝
　
　
関

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
　
本

　
準
優
勝
　
　
山

山

高

□

加

田□

田
組
藤
組

早
乙
女
親

渡
　
近
親

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
駅
東
町
チ
ー
ム
が
初
優
勝

　
第
1
3
回
壬
生
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

長
杯
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月

８
目
、
1
5
目
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
町

総
合
運
動
場
に
町
内
７
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
初
め
に
Ａ
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
予
選
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
各

リ
ー
ダ
ー
位
チ
ー
ム
に
よ
る
優
勝
決
定

戦
の
結
果
、
駅
東
町
チ
ー
ム
が
初
出
場
、

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
　
勝
　
駅
東
町
チ
ー
ム

準
優
勝
　
藤
井
チ
ー
ム

　
な
お
、
駅
東
町
チ
ー
ム
は
、
第
1
3
回

栃
木
県
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
８

月
回
催
）
、
藤
井
チ
ー
ム
は
、
第
1
0
回

栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
９
月
関
谷

に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
す
。

下
横
町
チ
ー
ム
が
優
勝

　
壬
生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高
水

辰
雄
会
長
）
主
催
の
第
２
圓
壬
生
町
体

優
勝
の
下
横
町
チ
ー
ム

　
　
）

育
協
会
長
賞
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５

月
６
日
、
町
総
合
運
動
場
に
3
9
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
前
夜
の
雨
も
上
が
り
五

月
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
各
コ
ー
ト
に
熱
戦

が
展
開
さ
れ
、
下
横
町
チ
ー
ム
が
み
ご

と
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

下
横
町
チ
ー
ム

国
谷
新
田
チ
ー
ム

至
宝
町
チ
ー
ム

原
理
Ａ
チ
ー
ム

10



フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
祭
で

　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

　
下
表
町
自
治
会
（
小
田
垣
圭
一
部
会

長
）
で
は
５
月
８
日
、
町
南
部
運
動
場

に
多
数
の
方
が
参
加
し
て
、
第
３
回
フ

ァ
ミ
リ
ー
体
育
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
会
員
相
互
の
心
の
交
流
を

図
ろ
う
と
、
３
年
前
か
ら
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
目
は
、
各
班
か
ら
選

ば
れ
た
選
手
た
ち
が
、
赤
、
白
に
分
か

れ
隣
近
所
の
人
た
ち
の
応
援
を
受
け
な

が
ら
借
り
物
競
走
や
走
れ
翰
太
郎
昇

Ｉ
ム
回
し
競
争
）
な
ど
に
汗
を
流
し
た

後
、
参
加
者
全
員
で
○
×
ク
イ
ズ
を
行

い
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
、
心
の
交
流

を
深
め
合
い
ま
し
た
。

除
草
作
業
に
汗
を
流
す

　
壬
生
下
馬
水
老
人
ク
ラ
ブ
（
佐
藤
時

一
会
長
）
で
は
５
月
６
日
、
3
5
人
の
会

員
の
方
が
国
道
３
５
２
号
線
の
下
馬
本

地
内
の
歩
道
約
1
.
5
キ
ロ
に
わ
た
り
清
掃

を
行
い
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
ク
ラ
ブ
の

年
間
行
事
の
Ｉ
つ
と
し

て
年
に
３
回
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

恵
川
に
あ
や
め
植
え
る

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う

と
福
和
田
自
治
会
（
安
納
芳
次
会
長
）

で
は
５
月
３
日
、
恵
川
の
下
流
に
あ
や

め
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の
日
は
運
休
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
4
6
人
の
会
員
の
方
が

集
ま
り
、
熱
心
に
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
行
事

で
、
今
回
は
新
道
橋
か
ら
惣
吉
橋
の
間

に
植
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
植
え
て
い
き
、
最
終
的
に
は
恵

川
の
両
岸
全
て
に
あ
や
め
を
植
え
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

注
意
事
項
を
よ
く
守
り
ま
し
ょ
う

　
農
薬
は
、
病
害
虫
や
雑
草
か
ら
農
作

物
を
守
っ
た
り
、
農
作
物
の
安
定
的
生

産
を
図
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
必
要
な

も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
取
り
扱
い
方
を
誤
っ
た
り
、

無
登
録
農
薬
が
使
用
さ
れ
た
り
し
た
場

合
に
は
、
使
用
者
や
周
辺
の
人
々
の
健

康
及
び
環
境
な
ど
に
、
悪
影
響
を
も
た

ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
を
使
う
と
き
は
、
必
ず
決
め
ら

れ
た
使
用
時
期
と
使
用
回
数
を
守
り
、

散
布
す
る
際
は
、
農
薬
の
容
器
の
指
示

事
項
を
よ
く
読
み
、
指
示
に
従
っ
て
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は

散
布
作
業
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

－
－訂
　
正

　
前
月
号
９
ペ
ー
ジ
の
文
章
中
、
第

３
分
団
第
１
部
（
北
小
林
、
安
塚
地

区
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
地
区
）
　
は
、

（
北
小
林
、
安
塚
地
区
、
上
長
田
、
お

も
ち
ゃ
の
ま
ち
地
区
）
　
の
誤
り
で
す

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

⑤⑤
　
　
　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

お
み
や
げ
は
何
か
と
孫
は
両
の
掌
に

か
く
せ
ど
か
す
か
に
土
鈴
の
音
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

久
々
に
リ
ッ
ク
背
負
え
ば
戦
中
の
買

一
出
し
な
ど
が
思
い
出
さ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
林
文
恵

連
休
果
て
静
か
さ
も
ど
り
し
一
日
を

恣
ま
ま
な
る
時
を
す
ご
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

ジ
ー
パ
ン
は
き
口
笛
吹
き
て
ペ
ダ
ル

こ
ぐ
パ
ー
ト
の
友
は
乙
女
の
よ
う
に

一
　
　
　
　
　
　
茂
木
富
美

　
　
　
俳
　
　
句

母
の
日
や
老
妻
の
宇
を
掌
で
包
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
秋
汀

茅
の
鈴
出
て
笑
い
あ
い
お
り
女
高
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
克
明

愛
称
で
呼
び
て
は
し
や
げ
り
駅
薄
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

夏
め
く
や
替
え
し
の
れ
ん
に
尾
瀬
の
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
愛
子

１１



W

W

(仮称)

壬生町おもちや博物館の

　ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸを募集します

　平成７年４月にオープンの［夢とロマン］の壬生

町おもちゃ博物館にふさわしいシンボルマークを募

集いたします。

◇表現形式　おもちゃ博物館を表現、象徴し、創作

　　　　　　したもので、他のマークと混同されな

　　　　　　いもの。

　　　　　　Ｂ５の用紙を使用し、色彩は自由とす

　　　　　　る。

◇応募資格　県内の小・中・高校に在学する児童生

　　　　　　徒　　　　　　　　　　　　　　　　　；

◇応募点数　一人何点でも可能。ただし、未発表のｊ

　　　　　　もの。

◇応募方法　作品の裏面に簡単な製作意図、住所、＝

　　　　　　氏名、学校名、学年を明記すること。
◇応募締切　７月末日

　　　　　　郵送も受付します（当日消印有効）

◇応募先　〒321－02壬生町通町12－22

　　　　　　壬生町役場経済部商工観光課

◇表 遺
作
人
性
彰

応募賞

１点（賞状と副賞）

６点（賞状と副賞）

テレホンカード

◇発　　表　学校長宛通知します。

◇応募上の注意

　　　・応募作品は、返却しません。

　　　・応募の作品に対し、一部修正及び手直しをす

　　　ることがあります。

　　　・入賞作品の著作権は、町に帰属します。

※詳しくは、役場経済部商工観光課(�82-1234)へ

　お問い合わせください。

∧まﾆちの=うごﾔぎ

　　　　　　6月１日現在

総人口　39,963人　（△２）

　男　　19,728人　（△２）

　女　‥20,23.5人　レぴ）

世帯数　12,187世帯（　８）

　　　　　（　）内は前月比

　
町
で
は
、
昭
和
6
1
年
度
に
策
定
し
た

「
壬
生
町
総
合
振
興
計
画
」
に
よ
っ
て
。

長
刀
と
創
造
に
満
ち
た
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
壬
生
ふ
あ
ざ
し
て
、
そ
の
実
現

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
計
画
も
平
成
７
年
度

で
終
了
す
る
た
め
、
町
で
は
新
し
い
長

期
計
画
（
将
来
計
画
）
を
策
定
す
る
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
将
来
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
　
へ
の
ア
イ
デ
ア
や
提

言
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　
よ
り
良
い
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
ご
希
望
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
様
式
等
　
様
式
や
文
字
数
は
問
い

　
　
　
　
　
　
ま
せ
ん
。
（
は
が
き
や

　
　
　
　
　
　
手
紙
で
結
構
で
す
）

◇
期
　
　
限
　
８
月
3
1
日
ま
で

◇
提
出
先
　
〒
３
２
１
0
2
壬
生
町
通
町
1
2
2
2

　
問
合
せ
完
　
壬
生
町
役
場
総
務
部

　
　
　
　
　
　
企
画
財
政
諜
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
２
３
４
内
線
２
１
０

　
栃
木
県
及
び
壬
生
町
で
は
、
町
内
で

行
う
公
共
事
業
の
増
加
に
と
も
な
い
、

移
転
対
象
者
の
住
居
な
ど
と
な
る
「
代

替
地
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
事
業
の
円
滑
な
推
進
の
た
め

「
代
替
地
」
提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
代
替
用
地
の
お
問
合
せ
や
、

代
替
地
の
お
申
し
出
は
、
役
場
建
設
諜

用
地
係
（
�
8
2
‐
１
２
３
４
内
線
１
７
土

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

うみ納　●　●●●
゜合期　　国　　国都固
　い限　民　民市定
　ま間　年　健計資
　す際　金　康画産
　゜は．､．、＿保税税
　早　｀納フ納険一一
　や納期月期税２２
　昌限全心翌翌

　雨飛

７

月

の

納

税

4¥「
響tiｦ

し

ｰ"･..･j●l

代
替
地
提
供
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

一一一一
全

1
0
万
円
⑩

･ . ’ ●

公
共
事
業
の
円
滑
な
推
進
の
た
め
に

‾‾‾‾‾‾‾¬

　　寄ｉ

・　　　ｌ

　　　　　ｌ

　　　　　ｌ

言
数
字
は
寄
付
回
答

一一－－一一一 一一一一

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
‐
‐
－
ｊ

　
Ｋ
ｋ
ｌ
Ｆ
“
―
－
゛
Ｉ
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“
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一

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
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